


















学位授与の日付 昭和 56 年 8 月 1 日















尿中カテコラミン及びセロトニンの測定法;尿 5ni にリン酸緩衝液 lni を加え， pH 7 .4に調整し棚
酸ゲルカラム (5 X O.5cm) にのせた。水洗後 5 HT を LiCト O.05NHCトメタノール混合液 4ni で，
次いでカテコラミンを O.05NHCl 4 ni で溶出した。 5 HTは 0- フタルアデヒド法で， ドーパミン(以
下 DA) はジヒドロキシインドール法で，ノルエピネフリン(以下NE) とエピネフリン(以下 E) は
トリヒドロキシインドール法で夫々蛍光測定した。
尿中遊離ノルメタネプリン(以下NM) とメタネフリン(以下M) の測定法;尿O.5ni に内部標準
物質として重水素ラベルされた NMと棚酸緩衝液O.5ni を加え 上記棚酸ゲルカラムにのせた。脱イ















健康人における各物質の 1 日尿中排池量 (μg) は 5 HT94. 7 士 19.3 ， DA262 士 41 ， NE34.2 士 10.9 ，
E 7.1 士 3.9 ， NM19.6 ::1:: 8.5 , M34.2 ::1:: 13.6及びDOMA46.1 ::1:: 27.1 (平均値士標準偏差)であり，こ
れらの平均値の約M倍から 4 倍の範囲で検量線が得られた。全被検者の尿のこれらの測定値において
NE と NM との聞に密接な正比例関係 (r=O .80) があった。一方E と M も相関々係があったがE が高
値になると Mは一定になる傾向があった。








HT , DA , NE , E , NM , M, DOMA及びL-DOPA を系統的に測定する新しい方法を開発した。 これ
らの方法を起立性低血圧症候群に応用し交感神経障害の病態解析に有用であることが示された。
論文の審査結果の要旨
本論文は棚酸ゲルがcis-diol を有する化合物やアミン類を吸着し得る機能を利用して生体試料中か
らのカテコラミンを抽出する新しい方法を述べたものである。従来の抽出法に比べて除蛋白や脱塩の
必要がなく，操作が簡単迅速で回収率も良好で、あり，いろいろな分析機器と組み合わせたり， カテ
コラミンのみならずその代謝物質や他のアミン類の抽出にも利用できるなどの多くのすぐれた面を有
qο 
している。このゲルを利用して実際に起立性低血圧を有する患者の尿を分析した結果はその臨床応用
の可能性を実証している。
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